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ローチ (capabilityapproach) J を援用する大沢の政策理念と提言から、計í~
もが個性と能力を存分に発揮できる社会について考察する。
2. ケアの倫理の概観









































いう注意深く他者をまなざし、 I~I らの 1:j :1 身を空にすることにより、他者を受







































































性 (reciprocity)Jとして述べられているが、 f家庭からはじめる (Staアting










































ケアリングは、 caringabout のことを指し、 1984 年の時点では、その1~lî イ患
を認めていなかった。ところが2002年『家庭からはじめる (Startingat 







なり、 j産切でないとされていた(21)。しかし、 f家j定からはじめる (SIω，ting























social primary goods) Jの分配原理の定式化が呂指された(25jo ロールズは「自





























ij直接的で個人的で偏狭MJ であるようにみえ、 caringaboutがcaringfor 
を毛主くあしらうようになってしまい、本来のケアリングからのfil日産のI伝倒が
起きる可能性もあるという (:ll)。



















てくれる手段となる o caring aboutは Icaring forをもたらし、維持し、高









































る家である。すなわち「私はここにいる (1am here) Jという応答と共に、


























































































『ケアリング (Caring).]， r家庭からはじめる (Startingat home) 1 rlヨ:
たる要因 (The!l1aternal factor).] を中心にケアの倫理Hの位相について考察
した。ノデイングズのケア論は、ケア至上主義だと長らくいわれてきたが、
後期の f家庭からはじめる (Startingat H ome) .]において、ケア対正義と
いう対立構図が、基礎付け部分において統合されるに至った(57)。そこでの
理論構成は、権利はニーズから生成し、「正義感 (senseof justice) Jの基盤
にニーズがあるというものであった。また、初期の『ケアリング (Caring).] 
では「ケアリングの堕落jだとしてきた caringaboutを後期の『家庭から








































Amartya Sen. Jneqμαlity R.eexamined. New York. Russell Sage Foundation 
49 (80) 
Oxford Clarendon Press， 1992 
Carol Gilligan， JnαD的伝rentVoice: Psychological Theory and Tijlomen 's 
DeveL01りment，Cambridge:I守IarvardUniversity， 1982 
David Braybrooke， Jl1eeting・Needs，Princeton， N]:University Press， 1987 
JeanヂaulSartre， tr. Philip Mairet. S/?Ctch for a Theory of the EJJ10ti白7S，
Methuen， 1962 
Lisbeb B. Schorr， Common Purtosσ:Strengthening Families and 
Neighborhoods to Rebuild Anterica， NewYork:.Anchor Books， 1997 
Martin Buber， tr.Walter‘Kallfman， J and Thoμ，NevvYoωrk，仁 Cha剖rlesScαr‘tサibコner'
Sons， 1970 
Milton Mayeroff， On Cαring， Harper & Row， PlIblishers， 1971 
Milton Mayeroff. On Caring， The International Philosophical QlIarterly， 
Sept.， 1965 
Nel Noddings， Caring: A Feminine A1うjうroachto Ethics & ，Moral Education， 
Berkley: University of California Press， 1984 
Nel Nocldings， The ChaLlenge to Care and SchooLs.・An A lternative Aρ'troach 
to Education， New York: Teachers college Press， 1992 
Nel Noddings， Startz:ng at Home: Caring and Social Policy， Berkley: 
Universitv of California Press， 2002 
Nel Noddings， Hattiness and Educati白7，Berkley: Cambridge University 
Press， 2003 
Nel Noddinge， Comρlexity in Caring・andEmtathy， in:Abstracta ，)_ρcial Jssμe 
TI， 2010 
Nel Nocldings， The ~Malernal Facor: The Parths 10 N!oraLity: University of 
California Press， 2010 
Simone Weil， tr. Emma Craufurd， with an introd. Leslie A. Fiedler， Waiting 
for God， Harper & Row， 1973 
SlIsan. M. Okin， Reason and Feeling in Thinhing about ]ustice， Ethics， Vol. 
99， No. 2， The University of Chicago Press， ]an.， 1989 




















(1) Noddings， Caring: A Femininc AρrO(jch 10 Elhics必 .i¥1oralEducatz山1，Berldey 
U niversiry of C31ifornia Press， ] 984. p.30 
(:!) William Little， H. W. Fowler 3nd ]essie Cou!son， The 0.¥かrdunivcrsa/ dictionary 
il!uslra/ed on hislorzca!ρrinClt!c丸 Vol.2， 3d ed.， Clarendon 1コress，1973 
III Simone Weil. tr. Emma Craufurd， with 3n introd. Leslie A Fiedler， j;VailingルrG'od， 
Harper & Eow， 1973， p.115 
(.l) ノデイングズは、 f学校におけるケアの挑戦 (TheC1w!lenge /0 Care and 5choo/s) j 
の1'1:1で「他者を受け容れるために、魂が自らの1'"身を空にするということは、在、が専心と
いう言葉で表現しようとしているものをよく表しているjと述べている o Nel Noddings. 
The Cha/!enge /0 Careαnd 5c11001s. 1992. p.l6 
(51 Noddings. Thc Cha!/enge 10 Care and 5choo/s: An A!lernalive A戸roach/0 Eduι.'aI1.On. 
N ew Y ork: Teachers college Press. 1992. p.l6 
(01 1984:{¥三 fケアリング (Cαring)jではケアリングにおけるこのような状態を f専心j支
持'i(engrossmel1l) Jと1ヂんでいたが、 2002年 f家庭からはじめる (5larlingat Home).!、
2010 年[母たる ~I主I (The Malerna! Fact07汁ではこの言葉は使われず、日主意深さ
(anenrio!1) Jに改められている。このことに関してはノデイングズ自身「専心が時折、 j出
愛の--Niとして誤解されたので、その言葉を使うのを!祈念したjとしており、以後「注意
j奈さ (attention)Jが使われるようになったo Noddinge.Comρ/ exity zn Carzng and 
Em仰1:りん in:Abstrac/a勾cia!Jssue V. 2010. pp.6-12 
lii Op. cit.， Noddings. 1984. p.32 
(品 M ブーバー/航1lTI 1ifí~ [;R r我と汝・対話J岩波文庫 2009.p.211 
{り Op.cit. Noddings. ] 984. p.30 
01 Noddings. 51ρrti71g at HOJl1e: Caring and 50c・ia!Po/ic、y，Berkley: University o[ 
California Iコress.2002. p.l9 
47 (82) 
(11) Op. cit. Noddings， 1984， p.33 








ターナリズムカ汁i~. に 11:])逝になる。 Ibid.. p.70 
(16) lbid.， p.71 
17) Ibid.， p.181 
IIR) Manin Bubel二tr.WalterKaufman， J alld 1'hou， New York， Charles Scribner's Sons 
1970， p.58 
(19) ここでいう "vibration"は、継続n0な関係のはじまり、あるいは出会いの述続性として
の振動と!切されうる。 Op.cit. Noddings， 2002， p.19 





はならないと述べている。 Op.cit. Noddings， 1992， p.J 10 












(24) Susan.M.OJ.:in.Reason alld Feeling i7 Tlzinking about JusLice， Ethics， Vo1. 99， No. 2 ， 
The University of Chicago 1コress，] an. 1989， p.230 
(25) 社会 !'!0 i1;~本財とは I I~! 1主!と機会、所得と宮、生きがいの基礎Jのような合理的1/;人で
あれば、計í~でも裂むであろうと推定される「若干し、もの」のことをいう。 )11 本隆史 f現代倫





fìlJ文社現代 I~![1学芸叢書、 1995，p.28 
(m Op. cit.， Okin， 1989， p.248 
(28) Op. cit.， Noddings， 2002， p.22 
(29) lbid. pp.22-23 
Social Potential of the Ethics of Care (83) 46 
明 1 lbid. p.23 
(311 Ibid.、pp.22-23
Cl2) Ibid.， ]).23 
U:l) CaroJ GiJJigan， 11αDzfferenl Voice:Psycho!ogicα! Theoryαnd vVomeη's Develotment， 
Cam bridge:Har・vardUniversity， 1982， p.63 
(31 Op. cit.， Noddings， 2002， p.23 
(5) 森政投:r政治思想史のフェミニスト的解釈に寄せてJrジェンダー ライブラリキ11羽
社会科学j所収、新W::ti1994， 1).213 
じ活) Op. cit. Noddings， 2002， p.301 
:m Jbid川 p.130
(高) ヒュギーヌス/松11i台、青山!!託児訳 fギリシャネ1話集j講談社学術文W，2005
(泊) Op. ci仁， Noddingら， 2002，p.70 
1.01 ノデイングズはニーズを去i則的ニーズ (expressedneeds) と、 ff(~iJ!lJ的ニーズ (infelγ日i
needs) に IX:加する。表明的ニーズは、 I~I らの生存にかかわるものを合む、「それを必要と
している人のうちにわき起こるニーズj のことであり、推測 IY0 ニーズとは、「外的に ~L じ
たこースであり、必要性があるといわれる人々に強制されるjニーズである o Noddings， 
l-!aρjりinessand E'ducatioJl， 13erkley: Cambridge University Press， 2003. pp.58-60 















の正当性とそのニーズを満たす I~! らの力を認識する。「このニーズを満たすべきだj と。
Ibid.， p.54 
(j.1) Lisbeh B.Schorr、CommollPurtose:Slrengthening F'ami!iesαnd Nei!，ミhborhoodsto 
Rebuild .4meric、a，NewYork:.A.nchor 13ooks， 1997， p.6 (Noddings、Starti7lgat l-!ome， 2002， 
p.231) 
(.15 また、妊娠1:1絶を巡る!問題、 ifI支の障害児治療停止、安楽死、 ドメスティック・バイ
オレンス、 !:I然J]iU;1、死刑廃 1 :論、ホームレスI¥Jj出、ホームレスのニーズ、犯罪者の更生
などについても言及している。
I.li) Jbid.， pp.254-257 
(.ii) lbicl. p.255 
(.jBI J bid.， p.255 
¥4り1I1本隆史「ケアの倫地!とilJljJ立」日本it古学会編 fジェンダ一、セクシュアリティーと?1J
ilJfj学"1:.tliJYI'lx、2003，pp.26-28 
(:)0 大沢真空Hr児女共同参両社会をつくるJ[!本政送/1¥)坂協会， 2002，p.20 
(';1 大iJ¥Wf1j! r現代日本の λ1:.iï~' i!ì~W~i. システム 座標とゆくえjお波Hi:)lti，2007， pp.l-2 
45 (84) 




(5.1i 大iJu'J:.Jmt品ifif<認と包摂へ 労働と生活の保1¥引ジェンダ一社会科学:の可能性筋 2巻
主;イ}主i:Jι2011，p.23 
(S:;) 大沢はさらに「ニーズ (neecl)Jと「需要 (clemancl)Jをi峻別し、前者を「生活必、記・
品とみなされる資源のいずれかを欠く状態」での個人の欲求、後手!?を「購買力(貨幣)J 
に裏打ちされた制人の欲求とする。 fliIit)詳、 r*認と包県へj2011. ]).23 




l1elcl， The Ethu、Sof Care， OXfOl寸 UniversityPress， 2006， pp.68-72 
Ic，g) Op. Cil. Noclclings， 2002， ]).71 
G)) 1 bicl. p.302 
(ふたがわ・さなえ 筑波大学古学・思想専攻 倫理学分野)
Social Potential of the Ethics of Care (85) 44 
